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児童学科のキャリア教育の現状と課題
―「キャリアデザイン」の５年間の取り組みから―
上田 智子　　沢崎 真史
　本研究では、2011 年より児童学科で実施してきた必修科目「キャリアデザイン」の開講の背景、概
要を報告し、成果と課題について検討した。児童学科の「キャリアデザイン」は、児童学科と所属学生
の特徴をふまえ、「職業観を深める」「実習というインターン経験を生かす」「ライフプランニングの重視」
「４年間を通した学び」という特徴を持っている。また、2013 年、2015 年に行った学生評価アンケート
からは、「キャリアデザイン」に対する学生の取り組みや期待、「キャリアデザイン」の成果と課題が明
らかになった。
キーワード：キャリア教育、児童学、キャリア発達、ライフ・キャリア、女性のライフコース
１．はじめに
―「キャリアデザイン」開講の背景と目的
　本研究は、本学児童学科において実施してきた必修科
目「キャリアデザイン」の概要について報告するとともに、
その成果と課題について検討するものである。
　「キャリアデザイン」は、大学設置基準の改正に伴い、
2011（平成 23）年より大学に義務づけられた「社会的・
職業的自立に関する指導等」（キャリアガイダンス）のた
めに、本学において同年より開講した科目である。
　大学における「社会的・職業的自立に関する指導等」導
入の背景には、全ての学校教育段階におけるキャリア教育
推進の動きがあった。その集大成となる 2011（平成 23）
年の中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教
育・職業教育の在り方について」において、キャリア教育
のめざすものについて確認しておくと、まず、同答申にお
ける「キャリア教育」の定義は、「一人一人の社会的・職
業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てるこ
とを通して、キャリア発達を促す教育」とされ、「職業教育」
とは明確に区別されている。また、キャリア教育を通じて
育まれる「基盤となる能力」として、「基礎的・汎用的能力」
（①人間形成・社会形成能力、②自己理解・自己管理能力、
③課題対応能力、④キャリアプランニング能力）が定式化
されており、大学における「社会的・職業的自立に関する
指導等」においても、この点を重視した指導が求められる 1）。
　一方、先述の大学設置基準改正に際しては、留意事項
として、「各大学等がどのような取組を行うかについては、
それぞれの教育研究目的、設置する学部・学科の種類、学
生数等の規模、学生や教職員の状況により多様なものが考
えられ、特定の教育内容・方法が大学等に課されるもので
はない」ということが示されている。
　したがって、本学科の「キャリアデザイン」の授業内容
を検討するにあたっても、先の答申に示されたキャリア教
育の方向性を重視しつつ、本学また本学科のさまざまな特
徴をふまえ、それらを生かした取り組みを考えていく必要
がある。
　以上をふまえ、本研究では、まず第一に、本学科におい
てこれまで５年にわたり実施してきた「キャリアデザイン」
の特徴を、実際の授業内容や学びの記録（output）ととも
に示していきたいと思う。続いて、授業内で実施した授業
の振り返りアンケートの結果をふまえながら、授業を通し
た成果（outcome）と課題を検討していきたい。
２．児童学科「キャリアデザイン」の特徴
２－１　児童学科および科目「キャリアデザイン」の概要
　まず初めに、本学および児童学科の特徴について、簡単
に説明する。
　本学は、学生数約 4000 人の総合女子大学であり、その
中で児童学科は学生数約 2000 人（1 学年 430 ～ 550 人）
と最も学生数の多い学科である。児童文化コース、児童心
理コース、小学校教員養成コース、幼稚園教員養成コース、
保育士養成コースの 5 つのコースからなり、学生のほとん
どが教育・保育資格を取得し、卒業後は約 9 割が資格を生
かして教育・保育の仕事に就く。またそのことが入学の目
的でもあるため、他学科と比較して、入学時から卒業後の
職業志望を明確に持っている学生が多い点が特徴である。
　次に、科目「キャリアデザイン」の概要について述べる。
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　「キャリアデザイン」は１～２年次に 8 回で構成される
「キャリアデザインⅠ」と３～４年次に８回で構成される
「キャリアデザインⅡ」に分かれる。８回の授業は、1 年
に４回、それぞれの学期に２回ずつで構成される。このよ
うに 4 年間にわたって、授業を配置した理由については後
に述べたいと思う。
　授業は、学科全員を 2 グループに分け、各回２回ずつ実
施した。各グループは、概ね全てのコースがそれぞれのグ
ループに含まれるように編成され、人数は 300 人前後であ
あった。
　いずれも学科の卒業必修科目で、単位はそれぞれ１単位、
2 年次、４年次に成績評価を行う。成績評価は、各回に配
布したワークシートや資料をファイルしたポートフォリオ
ファイルと課題レポートをもとに行った。
　2015 年度のシラバスには「キャリアデザイン」の到達
目標を、まずⅠ・Ⅱの共通項目として「児童学の学びと大
学生活での経験を生かしながら、各自のキャリアデザイン
に取り組むとともに、キャリア形成能力の伸長をめざす。」
を置いている。そして、Ⅰに固有の項目として「大学生活
の前半 2 年間を通じて、大学生活における各自の課題と目
標を明らかにし、社会人としてスタートするまでの準備に、
主体的・体系的に取り組むことができるようにする。／経
験、能力、価値観、性格等様々な観点からの自己の理解に
取り組み、キャリアデザインに生かす。」、Ⅱに固有の項目
として、「大学生活後半 2 年間を通じて、児童学の学びと
大学生活での経験を生かしながら、各自のキャリアデザイ
ンに取り組むとともに、キャリア形成能力の伸長をめざす。
／卒業後の目標を明確にし、実際にキャリアを実現できる
ように準備を進める。／就職後の人生全体を視野に入れた
ライフプランニングに取り組む。」を置いている。「キャリ
アデザインⅠ」では、主に自己分析と大学生活の過ごし方
の検討の機会を提供し、中教審答申の示す「基礎的・汎用
的能力」のうち、「①人間形成・社会形成能力、②自己理
解・自己管理能力」の形成を図ることを意図している。一
方、「キャリアデザインⅡ」では、主に就職活動への準備
と就職後のライフデザインの機会を提供し、「基礎的・汎
用的能力」のうち、「③課題対応能力、④キャリアプラン
ニング能力」の育成を図ることを意図している。
２－２　児童学科「キャリアデザイン」の特徴
　前にも述べた本学と児童学科の特性をふまえ、本学科の
「キャリアデザイン」には、①職業観を深めることを目的
としていること、②実習というインターン経験を生かして
いくこと、③ライフプランニングを重視していること、④
4 年間を通して学びを展開していること、という４つの特
徴を持たせている。以下、それぞれの特徴とその背景を示
し、具体的にどのような授業を展開してきたのか、学生た
ちのアウトプットも示しながら、述べていきたい。
①職業観を深める
　前述のように、児童学科は、小学校教諭、幼稚園教諭、
保育士、施設保育士等、大学教育を通じて培われる専門性
と取得される資格とを通じて、子どもの保育・教育に関わ
る仕事につくことを目的として入学する学生がほとんどで
ある。したがって、多くの学生にとって、将来職業に関す
る目的意識は入学前からかなり明確で、大学での学びもそ
の職業に就くことを見据えて進められている。そのため、
キャリアデザインの目的の一つといえる適職発見のための
プロセスの必要性は、主観的にも客観的にも高いとはいえ
ない。
　しかし、入学前に形成した職業観については、漠然とし
ていて必ずしも堅固なものとはいえない場合も多いだろう。
実際、4 年間の学生生活の中で、進路に迷いを生じる学生、
進路変更をする学生も少なくない。また、社会全体として
も、近年若者の「適職信仰」の高さが顕著であるにもかか
わらず（あるいは、そうであるがゆえに、かもしれないが）、
早期離職が問題になっている。したがって、職業選択は「終
わっている」と思っている学生においても、4 年間かけて
あらためてその職業選択を鍛え、職業観を深めていく必要
がある。そこでキャリアデザインの授業においても、さま
ざまな機会に、自分がどうしてその職業に就きたいのかを
確認したり、自己分析の結果と自分の就きたい職業と関連
づけたりといった作業を行ってきた。
【授業例①】「エゴグラム」による性格分析をキャリアデザ
インに生かす
　「キャリアデザインⅠ」の第７回目（２年次秋学期）の
授業では自己理解・自己分析の一環として、エゴグラムに
よる性格分析を実施している。エゴグラムとは、性格を５
つの自我状態が特定のバランスのもとに表現されたものと
して位置づける、交流分析理論に基づく性格検査であり、
50 の質問項目からなる。
　授業では、まず検査に基づいて自身のプロフィールを作
成した後、そうした性格に関する自己理解・自己分析を、
理想とする自己像、さらには、自分の志望する職業と結び
つける作業を行っている。すなわち、エゴグラムの解釈や
アドバイス 2）を参考に、今後のキャリア発達における課
題を明らかにするとともに、それぞれの性格傾向＝個性を
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職業の中でいかに生かすことができるかを考える作業であ
り、キャリアデザインにおいては、性格診断よりもむしろ
この作業のほうがより重要であると考えている。
　学生のワークシートの記述より 3）
（「将来の仕事に生かせる特徴はなんだろう？」という
課題に対して）
・［NP（養育的な親）のポイントが高いことを受けて］
　「世話ずき。でも過度になるのは良くない。他人の自
主性を損なう。」
・［FC（自由な子ども）のポイントが高いことを受けて］
「好奇心が強いところ。子どもと一緒にさまざまな発見
をしたい。」
【授業例②】「職業選択理論」と志望職業を関連づける
　「キャリアデザインⅡ」の第１回目（３年次春学期）の
授業では、「職業選択について考える」というタイトルで、
心理学者 J.L.Holland の職業選択理論 4）をもとにしたワー
クを中心に授業を組み立てている。職業選択理論とは、職
業選択が個人のパーソナリティの表現であるとみなすもの
で、キャリアカウンセリングの領域では非常に有名な理論
である。Holland は、個人のパーソナリティはおよそ６つ
のタイプ（「現実的」「研究的」「芸術的」「社会的」「企業的」
「慣習的」）に分類できること、人々の環境との相互作用の
一つとして職業選択というものがあることから、社会に存
在する職業もおおよそそれらパーソナリティタイプに対応
して６つに分類できることを明らかにした。そして、この
考え方をもとにさまざまなアセスメントツールが開発され、
「職業興味検査（VPI）」や「職業レディネステスト（VRT）」
などは国内で広く活用されている。
　授業では、まず、小野田（2005）5）を参考に作成した、
Holland の６つの職業タイプに関するワークを実施し、学
生の興味関心とパーソナリティタイプについての自己理解
を進めた。そこで得られた自己理解をもとに、通常は自分
の適職カテゴリーを理解し、具体的な職業に関する情報収
集を進めていくとされるが、授業では、自分の志望職業に
自身の興味関心やパーソナリティ傾向をどう生かせるかに
ついても検討させている。Holland 理論の中核である、各
職業における主要なパーソナリティ傾向の存在を否定する
ものではないが、一つの職業は必ずしも一つのイメージだ
けでとらえられるものではないだろう。自分のパーソナリ
ティ傾向を各職業で生かす方法を検討できれば、より具体
的な職業観の獲得にもつながると思われる。そういう意味
で、「適職発見」だけでなく、志望職業を「適職に育てる」
という視点も大事にしたいと考える。
　学生のワークシートの記述より
（「あなたが現在なりたいと思っている職業に、あなた
のパーソナリティ特性をどのように生かしていけるか
検討しましょう。」という課題に対して）
・［「社会型」の職業タイプおよびパーソナリティ特性
を選んだことについて］
「対人関係がとても重要なのだと感じた。他人の気持ち
を察するのが得意なので、他人と近づけるようにして
いきたいと思った。」
・［「企業型」の職業タイプおよびパーソナリティ特性
を選んだことについて］
「何かを作り上げていくことが好きだし、やりたいと強
く思っているので、独自の保育を展開していけるよう
に生かせると思う。」
・［「芸術型」の職業タイプおよびパーソナリティ特性
を選んだことについて］
「音楽を保育に取り入れて、子どもたちに楽しんでもら
うような環境を作れそう。」
②実習というインターン経験を生かす
　教員免許や保育士資格の取得には、その要件としてさま
ざまな実習が課されており、児童学科の多くの学生が 4 年
間に複数の実習に参加する。実習では、実際の職場に入り
込み、仕事の内容を実地に体験できる。また、その職業の
先輩の仕事ぶりに直に触れ、指導を仰ぐことができるほか、
その職業のクライアントとも直接に関わりを持つことがで
きる。こうした点で、実習は、貴重なインターンシップ経
験といえる。①で述べた職業観を深め、職業選択を自らの
進路選択やキャリアデザインにおいても重要な意味を持つ
といえよう。
　そこで、本学科の「キャリアデザイン」では、実習を積
極的にキャリアデザインに生かすことを提案している。具
体的には「キャリアデザインⅠ」の第２回の授業で、実習
を多く経験してきた 4 年生に、実習で学んだこと、キャリ
アデザインに生かせたことなどについて話してもらう機会
を設けている。その他、各学生が自分の取得資格に必要な
実習に参加するごとに、下記の「実習での学び＠キャリア
デザイン」というふりかえりシートの記入を課している。
【授業例③】「実習での学び＠キャリアデザイン」
　児童学科の学生は、各コースで定められている卒業のた
めに必要な資格取得のほか（児童文化コース、児童心理コー
スはなし）、個人でさまざまな資格取得にチャレンジして
いる。また所属コースによって、個人によって、実習に行
く時期はさまざまである。実習で何を学んでくるかといっ
たことも、その職業や自らの進路についてどのようなこと
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を考えたのかといったこともさまざまである。そこで、そ
れぞれふりかえりシートを作成し、一つの実習が終わるご
とに、提出することを課題とした。
　実習については、実習中の実習録や反省会、および「実
習事後指導」等の授業でも振り返りを実施しているところ
ではあるが、この課題で要求しているのは、「＠キャリア
デザイン」という名称が示す通り、キャリアデザインの目
的に照らして重要な事柄に関する振り返りである。学生に
は次のような形で課題を示している。
　①実習先の「仕事」について、具体的にどんなことを学
びましたか？それまでその「仕事」に持っていたイメー
ジとどのような点が違いましたか？
　②職業選択やキャリアデザインに参考になるようなアド
バイスや情報がありましたか？自分の職業選択やキャリ
アデザインについて、どのようなことを考えましたか？
　その他にも、キャリアデザインに関連した実習での学び
があれば、記録しましょう。
この課題における学生の学びには、例えば以下のようなも
のがあった。
　学生のワークシートの記述より
・「幼児と接した時間はとても短かったけれど、幼児と
接して、子どもと関わる仕事をしたいと思う気持ちが
強くなった。」（附属幼稚園見学実習）
・「昨日は跳び箱２段が飛べなかったけど今日は跳び箱
２段跳べたり、実習の先生の名前を呼んでくれたりと
日々の成長を近くで感じることができるこの仕事はい
いなと感じました。」（附属幼稚園実習）
・「施設とは、職場とは、社会とは、と少しではあるが、
このようなものであるということを体感することがで
き、自分の視野が一気に広がったと強く感じた。」（施
設実習）
・「先生ってこんなにもたくさん仕事があるのかと驚い
た。…授業だけでなく校務分掌や委員会、クラブなど
校内の仕事量の多さを改めて実感した。」（外部小学校
実習）
・「保育所は保育士がシフト制で働いているから、みん
なで子育てをしているという印象を受けた。」（保育所
実習）
③ライフプランニングの重視
　児童学科の「キャリアデザイン」では、先述のように、
適職発見のプロセスに力点を置いていない分、卒業後のラ
イフプランニングを重視している点も特徴の一つといえよ
う。その際、職業世界でどう生きていくかだけでなく、家
庭や地域社会でどう自己実現を果たしていくかについて検
討していくことも大きな課題と位置付けている。
　このことは、現在のキャリア概念、またキャリア教育の
方向性に合致したものである。先に引用した中央教育審議
会の 2011 年答申は、キャリア教育の内容と課題について
明らかにする中で、次のように述べている 6）。
　　人は、他者や社会とのかかわりの中で、職業人、家庭人、
地域社会の一員等、様々な役割を担いながら生きてい
る。これらの役割は、生涯という時間的な流れの中で変
化しつつ積み重なり、つながっていくものである。…人
は、このような自分の役割をはたして活動すること、つ
まり「働くこと」を通して、人や社会にかかわることに
なり、そのかかわり方の違いが「自分らしい生き方」と
なっていくものである。
　以上のような発想のもと、同答申は、「キャリア」を、「人
が、生涯の中で様々な役割を果たす過程で、自らの役割の
価値や自分と役割との関係を見出していく積み重ねや連な
り」と定義している。つまり、「キャリア」という概念に
おいても、「働くこと」という概念においても、職業世界
におけるものだけが想定されているわけではない。家庭や
地域等における役割とのバランス（いわゆる「ワーク・ラ
イフ・バランス」）の中で、どう自分の生き方を見いだし
ていくかを検討することがキャリア教育の課題となってい
るのである。
　また本学は女子大学であり、必然的に本学の「キャリア
デザイン」は、「女性の生き方」を考えるものとなる。女
性のキャリア形成に関しては、女性は「産む性」であると
ともに、これまで育児・介護などのケア労働に対する役割
期待を強く求められてきたこと、また他者との関係性を
重視し、就職・結婚・出産などのライフイベントに際して
も、自分の意志よりも家族の状況など他者の意向を重視し
た選択を行う傾向が強いことなどが指摘されてきた 7）。し
たがって、女子学生を対象としたキャリア教育では、職業
との関わりだけでなく、家庭や地域との関わり、さらには、
結婚・出産・介護などのライフイベントとの関わりについ
ても検討していくことが重要となる。
【授業例④】「キャリア・レインボーとアイデンティティ・
パイ」
　「キャリアデザインⅡ」の第２回目（３年次春学期）の
授業では、まず、キャリアを多様な役割の組み合わせ（具
体的には、「子ども」「学生」「職業人」「配偶者」「家庭人」
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「親」「市民」「余暇人」「年金生活者」）として定式化する
Donald E.Super のライフ・キャリア・レインボー 8）につ
いて学び、自分自身の人生のキャリア・レインボーを描い
てみるというワークを行っている。学生たちは、現時点に
おいても、「子ども」「学生」「余暇人」「市民」「労働者（ア
ルバイト）」などの役割を生きているが、今後の人生にお
いてはもっとたくさんの役割を果たしながら生きることに
なる。そのことに対する気づきを得ることがこのワークの
目的である。
　続いて行う「アイデンティティ・パイ」のワークは、現
在の自分と 20 年後の自分におけるさまざまな役割の重要
度を、パイを切り分けるようにして、円上に表現するもの
である。現在の状況を振り替えるとともに、20 年後の理
想の自分を描くことで、具体的にさまざまな役割の中で自
分がどのように生きていきたいかを検討することができる。
また、受講生同士の意見交換、課題として出した「身近な
大人の方にアイデンティティ・パイを描いてもらおう」と
いうワークを通じて、人それぞれ生き方や価値観が違うこ
とを実感したという意見も多く見られ、「自分らしい生き
方の表現」としてキャリアを捉える見方が広く理解された
のではないかと思われる。
　学生のワークシートより
図１　現在と 20 年後のアイデンティティ・パイ
【授業例⑤】「選択に焦点を置いたライフプランニング」
　女性のキャリア形成に固有な特徴が認められる一方で、
キャリアパターンの多様さも、現代社会においては女性の
キャリア形成の特徴となっている。女性のライフコースに
特徴的な選択状況が存在することは変わりないが、従来に
比べずっと多くの選択肢がある中で、個々の選択の重要性
が一層高まっているのである 9）。
　そこで、「キャリアデザインⅡ」の第６回目（４年次春
学期）の授業では、さまざまな場面での「選択」に焦点を
おいたライフプランの検討を行った。学生には、まず、ラ
イフコースの選択における「ライフプラン」と「知識」の
重要性について示した（図２）。もちろん、現在のライフ
プランを将来必ず実行できるわけではなく、実際にはさま
ざまな社会的状況の中で「選択の余地がない」といった場
合も多いだろうが、ライフプランを持つことで選択に備え
ることができる。また選択を実現するための手段に関する
知識や、各選択肢にともなう帰結に関する知識を持つこと
で、ライフプランの実現性や選択の満足度には違いが生じ
るだろう。
図２　ライフコースの選択に影響を与えるもの
　授業では、以上のことを具体的な事例で学生に示したの
ち、ライフコースの選択に関わるいくつかの「知識」（例
えば、平成 23 年『厚生労働白書』に示された「就労継続」
「中断再就職」「結婚／出産退職」といったライフコース別
の平均生涯賃金に関する試算データなど）の紹介と具体的
なライフプランニングのワークを行った。
　学生のワークシートの記述より
・「自分の人生について考えて、実際に図に表し、目で
見てみると、人生はまだまだ先が長くいろいろな分岐
点があるのだと思った。」
・「人生を長い目で見て、目先のことだけでなく、後先
のことも考えて人生設計をしようと思った。」
④４年間を通した学び
　最後に、児童学科の「キャリアデザイン」の一番の特徴
である、４年間かけて 16 回の授業を配置し、4 年間を通
した学びを重視していることについて、その趣旨を述べて
いきたいと思う。
　先に、「キャリアデザイン」Ⅰ・Ⅱの共通の達成目標と
して、「児童学の学びと大学生活での経験を生かしながら、
各自のキャリアデザインに取り組むとともに、キャリア形
成能力の伸長をめざす。」というものを置いていると述べ
たが、前半の「児童学の学びと大学生活での経験を生か
す」という部分を実現するためには、４年間を通して実施
することが必要と考える。児童学の学びと大学生活の節々
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に「キャリアデザイン」の授業を配置することで、実習を
含む児童学の学びと学生生活におけるさまざまな経験を振
り返る機会を得ながら、さらに次の目標を立てるといった
繰り返しが実現することを企図するものである。
　また、「キャリアデザイン」の多様なテーマには、それ
ぞれふさわしい学年段階が存在する。入学したばかりの１
年次に学ぶべきテーマ、３年次に学ぶべきテーマ、卒業を
控えた４年次に学ぶべきテーマはそれぞれ異なるはずであ
る。そして、大学４年間における学生たちのキャリア発達
には目を見張るものがあり、発達に応じた学びを提供する
ことが求められる。
　もちろん、児童学の学びや学生生活における学生の経験
をいかに有機的に関連づけるかが、こうした４年間を通じ
た実施の成否を決定することは言うまでもない。初年時に
おける他のオリエンテーション科目・初年時教育科目・キャ
リア関連科目（「キャリア実践演習」）での学びや、キャリ
ア支援担当部局や学科レベルのキャリア支援・就職支援の
取り組みの中で実施される内容との調整も必要となる。２
～３か月の期間を経て実施されるということで、学びや学
習意欲の継続性が保たれにくいという問題、ワークシート
や配布資料を紛失するリスクが増えるという問題など、課
題も多い。
　しかし、4 年間かけて綴ったポートフォリオファイルに
は、学生の確実な成長の軌跡が見られる。一つ一つ課題を
解決して、4 年間での学びを有意味なものにしていくこと
を考えたい。
４．「キャリアデザイン」の成果と課題
　最後に、学生評価アンケートと課題レポートから、児童
学科「キャリアデザイン」の成果と課題について、みてい
きたい。分析するのは、2012-2013 年度に実施した「キャ
リアデザインⅠ」における学生評価アンケート（有効回答
数：484。以下、「学生アンケート 2013」）と、2014-2015
年度に実施した「キャリアデザインⅡ」における学生評
価アンケート（有効回答数：391。以下、「学生アンケー
ト 2015」）である。学生評価アンケートの自由記述部分に
関しては、2011-2012 年度に実施した「キャリアデザイン
Ⅰ」における学生評価アンケート（以下、「学生アンケー
ト 2012」）、2013-2014 年度に実施した「キャリアデザイン
Ⅱ」における学生評価アンケート（以下、「学生アンケー
ト 2014」）も参照する。なお、自由記述欄に関しては、全
てのアンケートにおいて、全体の５分の１程度に何らかの
記述が見られた。また、学生評価アンケートは無記名で成
績評価の対象外である。
①学生の「キャリアデザイン」への取り組み
　学生は「キャリアデザイン」にどのように取り組んでい
たのだろうか。
図３　「キャリアデザイン」への取り組みに関する自己評価
（学生アンケート 2015）
　「学生アンケート 2015」における学生の自己の学習への
取り組みに関する評価によると（図３）、全ての項目にお
いて、「非常にあてはまる」「まあまああてはまる」と回答
している学生のほうが多くなっている。
　ただし、ポートフォリオファイルを持ってくることにつ
いては 12.5％が「全くあてはまらない」、19.7％が「あま
りあてはまらない」と回答している。こうした学生が中心
となっているのか、毎年、少なくない数の学生が、２年お
よび４年のポートフォリオファイル提出時に、紛失したプ
リントをもらいに来て、授業時からかなりの時間が経過し
てからもう一度ワークを行っている。４年間を通した学び
を展開している趣旨が、確実に生かされていないケースで
あり、ポートフォリオファイルの持参の徹底が必要である。
②「キャリアデザイン」の各テーマへの関心・期待
　「キャリアデザイン」の合計 14 回のテーマのうち（Ⅰ・
Ⅱの各８回目は振り返りの時間のため除いてある。）、学生
の興味・関心が高いのはどのテーマだろうか。
　「学生アンケート 2013」「学生アンケート 2015」の結果
をまとめたのが図４・５である。
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図４　「キャリアデザインⅠ」で関心のあったテーマ
（「非常に関心があった」「まあまあ関心があった」という回答）
（学生アンケート 2013）
図５　「キャリアデザインⅡ」で関心のあったテーマ
（「非常に関心があった」「まあまあ関心があった」という回答）
（学生アンケート 2015）
　全体としては、「キャリアデザインⅠ」よりも「キャリ
アデザインⅡ」の各テーマの方が「関心があった」とする
回答が多かった。Ⅰ・Ⅱを通して一番多くの関心を集めて
いたのが、Ⅰの第２回「キャリアデザインにおける資格と
実習」であった。実習というものが学生にとって大きな関
心（多くは不安ゆえの関心であろう）の対象であることが
分かる。またこの回には、先述の通り、４年生の先輩から
資格取得や実習についての話を聴く機会を設けている。授
業方法に関して参考になったものを尋ねたアンケート結果
（図６）からは、「先輩の体験談」は「友人とのディスカッ
ション」と並んで、参考になったという回答が高くなって
いる（「先輩の体験談」は、「非常に参考になった」という
回答が 42.5％、「友人とのディスカッション」は、「非常に
参考になった」という回答が 39.4％となっている。）先輩
と後輩、また学生同士といったピアな関係での学び合いが、
学生の求めるものであることが伺える結果である。
図６　「キャリアデザイン」で参考になったもの
（「非常に参考になった」「まあまあ参考になった」という回答）
（学生アンケート 2015）
③「キャリアデザイン」で学んだこと、意義
　「キャリアデザイン」についての学生の評価は非常に多
様である。どの授業においても学生の評価が分かれること
はあるだろうが、「キャリアデザイン」の評価の多様性は
特に大きい。学生評価アンケートの自由記述では、「別に
なくてもいい授業だと思います。特に身にもなっていない
なと感じます。（学生アンケート 2014）」「廃止（学生アン
ケート 2014）」といった手厳しい意見が寄せられる一方で、
「とても自分に役に立つことばかりで助かりました。（学生
アンケート 2014）」「自分と向き合える大切な時間だった
と思います。生き方や将来について考えたことはこれから
社会に出た時に役立てていけると思うので、学べて良かっ
た。（学生アンケート 2014）」といった肯定的な評価も多
く見られた。
　ここではまず、学生がどのような点を「キャリアデザイ
ン」の意義として評価しているのか見ていくことにしたい。
　学生たちの自由記述やレポートに一番多く見られたのは、
「キャリアデザイン」が「自分や将来について考える機会
の提供」の時間であったという評価である。
　・考える機会がないとなかなか自分では取り組まないこ
ともあるので、キャリアデザインの授業があることで、
節目、節目で自分のこと、将来のことを考えることがで
きました。（学生アンケート 2014）
　・日頃の生活の中で、自分を知る（分析）などは全然し
ないので、キャリアデザインのおかげで４年間非常に自
分の知らなかった部分を知ることができた。（学生アン
ケート 2015）
　・生き方や今後のプランは考えるのが楽しかったし、こ
うゆう時間がないと自分では考えないと思うので良かっ
た。（学生アンケート 2015）
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　・自分の 10 年、20 年後について考えることはあまりな
かったので良い機会になった。まずはイメージを持つこ
とでより良いものにしたいと頑張れるし、情報も自然と
自分に入ってくるようになると思いました。（学生アン
ケート 2015）
　・友人とのディスカッションの時間を設けるのは、とて
も良い時間だと感じた。友人の思っていること、意見を
聞くことはさまざまな意見を知ることができて良かった。
（学生アンケート 2014）
　「キャリアデザイン」で最も重要な学びは、自分自身の
「気づき」から得られるものであり、「気づき」の機会を与
えることが「キャリアデザイン」の時間であり、さまざま
なワークであると考える。もちろん、「気づき」が得られ
るためには、さまざまな条件があり、その実現には課題も
多い。
　4 年間を通した学びについても、ある程度、意図したも
のにつながっていることが分かった。
　・４年間を通して行うことで、自分の変化が目で見て分
かりました。（学生アンケート 2015）
　・１～４年までのプリントが残っているものは他の教科
ではなかなかないため、振り返るのがとてもおもしろい。
またこのファイル１つで自分自身の成長を感じられる。
（学生アンケート 2014）
　また、4 年経って初めてその意義を感じられたという意
見も少なくなかった。
　・何気なく受けてきたキャリアだったが振り返ると意外
に自分のためになる内容だったなと思った。（学生アン
ケート 2015）
　・４年目でやっとキャリアの意味、価値が分かった。（学
生アンケート 2015）
　キャリア発達という観点からも納得できる意見であるが、
低学年で意義を感じられないまま取り組んでいたとすると、
「気づき」が得られるとは考えにくいため、課題としても
位置付けなくてはならない。
④「キャリアデザイン」の課題
　次に、「キャリアデザイン」の問題点や課題について検
討していきたい。
　まず、適職発見よりも職業観を深めることに力点を置く、
という授業者の趣旨が十分伝わらず、「進路選択は終わっ
ている」と思っている学生が、職業について検討すること
を「無駄」と感じるという問題である。
　　大学に入る段階で、将来に就きたい職業を心に決めて
入学しています。職業選択などに関する内容は本当に無
駄だと思いました。（学生アンケート 2014）
　このことは根本的には、学生のキャリア発達の多様性へ
の対応が不十分であるということではないだろうか。自分
の進路や将来の生き方について、どの程度真剣に向き合っ
て検討しているかということには、高等教育段階では、個々
の学生によって大きな開きがある。「気づき」の必要性に
は大きな個人差があるということである。自由記述に見ら
れた学生の次のような意見は、「キャリアデザイン」とい
う授業の必要性に根本的な問いを投げかけるものであろう。
　　自分の将来のことを、自分で、私は考えられます。　
（学生アンケート 2014）
　全ての学校段階でのキャリア教育の導入、また、高等教
育における「職業的・社会的自立に関する指導等」の導入に、
それなりの社会的な背景があることは事実であるが、高等
教育段階の学生におけるキャリア発達の多様性に配慮した
キャリア教育というものを考えていく必要があるのではな
いだろうか。
　そのためには、授業の環境や形式についても検討してい
く必要がある。現在のような 300 人を超える多人数、それ
も志望職業もキャリア発達のレベルもさまざまな学生を対
象とした授業形式には問題点も多いと感じている。
　大学における「職業的・社会的自立に関する指導等」の
実施は、大学設置基準において規定されているものである。
したがって、その是非については議論する段階にないが、
学生のために少しでも意義のある時間にするための努力を
今後も継続していきたい。
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